
　
町
で
は
最
上
川
、
京
田
川
、
立
谷

沢
川
が
決
壊
し
た
場
合
を
想
定
し
た

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」、
土
砂
災

害
を
想
定
し
た
「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」、
地
震
に
備
え
る
資
料

の
「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
突
然
や
っ

て
き
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
た
め
に
、
災
害
発
生
時
の

行
動
を
想
定
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
非
常
用

の
携
帯
品
の
準
備
や
家
族
間
で
の
連

絡
の
取
り
方
、
避
難
経
路
な
ど
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最新の避難情報を入手しましょう

登録制メールで確認
　
避
難
情
報
の
入
手
先
と
し
て
テ
レ

ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
、
防
災
速
報
ア
プ
リ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
エ
リ
ア
メ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度

よ
り
、「
庄
内
町
防
災
情
報
登
録
制

メ
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
の

防
災
無
線
で
放
送
し
た
内
容
が
、
登

録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
配

信
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、防
災
無
線
の

放
送
の
内
容
は
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
電
話

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
２
３
４
（
４
２
）
２
０
８
１

※�

放
送
か
ら
24
時
間
以
内
限
定
。
通

話
料
が
か
か
り
ま
す
。

【庄内町防災情報登録制メール】
①【t-shonai@sg-p.jp】へ空メール　または
②以下ＱＲコードよりアクセス

PC、スマホの場合 フィーチャーフォンの場合

特集
災害に備える
～自らの命は自らが守る～

情報収集ツール
自宅から避難所への経路や被害想定範囲を

ハザードマップで確認

災害への備え

◀
最
上
川
洪
水

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

※�

各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。

写真：平成30年８月の豪雨被害を受けたカートソレイユ最上川

 

水
害
へ
の
備
え

　
令
和
元
年
度
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の

降
雨
が
あ
っ
た
際
の
洪
水
浸
水
想
定
を
基
に
、

最
上
川
、
京
田
川
、
立
谷
沢
川
の
そ
れ
ぞ
れ

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
規
に
作
成
し

ま
し
た
。
（
Ｐ
3
参
照
）

　
河
川
が
は
ん
濫
し
た
場
合
に
備
え
て
、
地

域
住
民
が
す
ば
や
く
安
全
に
避
難
し
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

浸
水
の
想
定
さ
れ
る
区
域
と
避
難
場
所
な
ど

の
情
報
を
地
図
上
に
明
示
し
た
も
の
が
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
。
気
象
情
報
に
十
分

注
意
し
、
警
報
な
ど
が
出
た
ら
早
め
に
行
動

す
る
こ
と
で
、
被
害
の
防
止
や
軽
減
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
大
き
な
河
川
の
予
測

の
た
め
、
支
川
の
（
決
壊
に
よ
る
）
氾
濫

や
内
水
に
よ
る
氾
濫
等
を
考
慮
し
て
い
ま

せ
ん
。
想
定
区
域
外
に
お
け
る
浸
水
の
発

生
や
、
想
定
さ
れ
る
水
深
が
実
際
の
浸
水

深
と
異
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

想
定
さ
れ
る
地
震

　
「
庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
」
は
、
庄
内
町

を
走
る
断
層
帯
で
す
。
こ
れ
は
、
遊
佐
町
か

ら
庄
内
町
を
経
て
旧
藤
島
町
に
至
る
約
38
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
長
さ
の
断
層
帯
で
、
こ
の

断
層
に
よ
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．５
規
模
の
地
震
が
生
じ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
が
行
っ
た
被
害
想
定
結
果
で
は
、庄
内
町

で
全
壊・半
壊
建
築
物
３
，５
８
４
棟
、死
者
１

２
４
人
、負
傷
者
約
１
，４
１
１
人
、避
難
者
３
，

５
６
５
人
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
甚
大
な

被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
死
亡
・
ケ
ガ
の
要
因
と
し
て
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
約
80
％
が
地
震
発

生
直
後
の
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転
倒
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
壁
、

柱
な
ど
に
偏
り
の
あ
る
建
築
物
や
、
増
改
築

に
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
震
対
策
と
し
て

建
築
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
改
修
を
行
う
こ
と

が
防
災
対
策
上
で
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
水
害
や
地
震
だ
け
で

は
な
く
、
昨
今
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
な
ど
、
災
害
は
未

曾
有
の
事
態
を
引
き
起

こ
す
存
在
で
す
。
「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と

油
断
せ
ず
、
災
害
は
身

近
に
起
こ
り
う
る
も
の
と
し
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　災害は突然やってきます。気候がある程度予測できても、被害が出てしまう台風や
豪雨、予測が難しい地震などがあります。今一度、家族や親戚と、災害の備えについ
て確認しましょう。

災害対策本部などが設置された例
対策本部等名称 設置年月日
庄内町災害対策
連絡会議（豪雨） 平成25年７月11日

庄内町豪雪
対策本部 平成30年２月１日

庄内町災害対策
本部（豪雨）

平成30年８月５日
平成30年８月31日
最上・庄内豪雨

警戒レベル4で全員避難！

心構えを高める
（気象庁が発表）

警戒レベル
１

警戒レベル
２

警戒レベル
③

警戒レベル
4

避難行動の確認
（気象庁が発表）

避難に時間を要する人は
避難（町が発令）

安全な場所へ避難
（町が発令）

【警戒レベル⑤】（町が発令）はすでに災害が発生している状況です。

　町から【警戒レベル③、④】が発令された地域で自宅
が危険な場所にある方は、速やかに避難してください。

【警戒レベル】で避難のタイミングをお伝えします。

高
齢
者
な
ど
は

避
難
！

全
員
避
難
！

防災情報はいろいろあるけれど、いつ避難すればいいの？ 逃げ遅れ０
ゼロ

へ！

◎3 2020.8.1 2020.8.1 2◎



災害応援協定を締結しています
　町では、災害発生時の各種応急復旧活動に関する人的・物的支援について、近隣自治体や民間
事業者と協定を結んでいます。これにより、広く的確な応急復旧活動が期待されます。

　この他にも、災害復旧や情報発信、医療・衛生などについて、これまでに60の協定を結んでい
ます。（令和２年６月18日現在）

協定締結先
山形県生活協同組合連合会 余目町農業協同組合

酒田市（窓口）・東北旭段ボール㈱ 東北カートン㈱
NPO法人コメリ災害対策センター 仙台コカ・コーラボトリング㈱庄内営業所

山形県LPガス協会 山形県三菱自動車販売㈱

協定締結先
特別養護老人ホーム　山水園 老人デイサービスセンター　山水園
特別養護老人ホーム　ソラーナ ソラーナデイサービスセンター
介護老人保健施設　あかね 介護老人保健施設　余目徳洲苑

地域密着型特別老人ホーム　ラ・ルーナ ラ・ルーナ短期入所生活介護事業所
余目保育園 山形県旅館ホテル生活衛生同業組合

生活介護支援施設あーす 就労施設みなみ
福祉施設ドレミファ（GH） 障害者多機能型施設　ひまわり園

結夢家 TeToTeo

●物資供給（飲料品・飲料水・生活必需品・燃料など）に関する協定

●要配慮者の避難施設としての使用に関する協定 ※施設に直接避難することはできません。

役場の
防災機能
紹介

〇�

B
棟
（
旧
西
庁
舎
）
に
お
い
て
も
、
災
害

時
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
構
造
の
補

強
を
加
え
、
防
災
拠
点
施
設
に
転
用
で
き

る
建
物
と
し
て
い
ま
す
。

〇�

庁
議
室
を
町
長
・
副
町
長
室
付
近
に
配
置

し
、
災
害
時
対
策
本
部
に
転
用
し
ま
す
。

〇�

庁
議
室
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
県
防
災

モ
ニ
タ
ー
や
気
象
情
報
な
ど
を
最
大
９
画

面
で
映
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇�

災
害
時
に
電
力
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
に
備

え
、
防
災
機
器
等
に
72
時
間
の
電
力
供
給

が
行
え
る
容
量
の
非
常
用
発
電
機
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

〇�

防
災
無
線
操
作
卓
を
更
新
し
、
防
災
無
線

放
送
、
登
録
制
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル

が
同
時
に
放
送
・
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

〇�

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
防
災
備
蓄
庫
を
設

置
し
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
５
月
18
日
に
開
庁
し
た
新
・
庄
内
町
役
場
。

旧
庁
舎
は
昭
和
36
年
に
建
て
ら
れ
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
災
害
が
起
き
た
場
合
は
立
川
総
合
支
所

で
対
策
本
部
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
庁
議
室
を
配
置
し
、
災
害
時

に
は
対
策
本
部
に
転
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
防
災
無
線
室
も
新
た
に
設

置
。
新
庁
舎
に
防
災
拠
点
を
ま
と
め
た
こ
と

で
、
安
全
で
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

【
新
し
い
機
能
・
施
設
紹
介
】

〇�

通
常
の
１
．５
倍
の
耐
震
性
能
と
す
る
こ

と
で
地
震
時
の
安
全
性
を
高
め
、
庁
舎
機

能
を
維
持
す
る
建
物
と
し
て
い
ま
す
。

■問合せ：環境防災課危機管理係☎0234-43-0242

　
４
年
ほ
ど
前
に
国
土
交
通
省
か
ら
提
案

が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
木
ノ
沢

集
落
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
ど
こ
が
危
険

な
の
か
」
を
、
集
落
の
住
民
で
実
際
に
歩

い
て
確
認
し
、
新
庄
河
川
事
務
所
や
岩
手

大
学
、
庄
内
町
の
力
も
借
り
な
が
ら
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
同
じ
集
落
で
も
、
立
地
に

よ
っ
て
避
難
の
仕
方
が
違
い
ま
す
。
全
員

が
自
分
自
身
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
ま
ず

は
安
全
の
確
保
が
一
番
大
事
で
す
。
災
害

が
起
き
た
時
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
「
命

を
守
る
行
動
」
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
こ

の
防
災
マ
ッ
プ
に
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

最
初
に
冊
子
が
で
き
て
か
ら
毎
年
、
最
新

の
情
報
で
作
り
直
し
て
い
ま
す
。
集
落
の

安
全
を
、
住
民
み
ん
な
で
守
り
た
い
で
す
。

　
集
落
専
用
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な

ど
、
独
自
の
取
り
組
み
を
行
う
木
ノ
沢
集

落
の
富
樫
豊
一
区
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
≫
≫
≫

地
域
の
安
全
を

守
る
た
め
、
何
が
で
き
る
か
。

大型モニター

防災無線室

マンホールトイレ

●�

最
上
川
の
洪
水
に
よ
る
第
一
段
階
で

の
避
難
情
報
の
発
令
集
落
：

　

�

興
屋
、
中
島
、
生
繰
沢
、
片
倉
お
よ

び
南
町（
土
砂
災
害
と
重
な
る
場
合
）、

上
荒
宿
、荒
宿
、裏
町
、新
屋
敷
、新
町
、

幸
町
・
立
川
、
川
端
、
本
町
、
駅
前
・

立
川
、
東
興
野
、
緑
町
・
立
川
、
東

本
町
、
貢
地
目
、
荒
鍋
、
旭
町
、
出

川
原
、
上
幅
、
今
岡
、
提
興
屋
、
槇
島
、

千
河
原
、
平
岡
、
榎
木
、
跡
、
下
堀
野
、

連
枝
、
小
出
新
田
、
堤
新
田

●�

京
田
川
の
洪
水
に
よ
る
第
一
段
階
で

の
避
難
情
報
の
発
令
集
落
：

　
千
本
杉
、
生
三
、
落
合

浸
水
区
域
の
う
ち
、

早
期
に
避
難
情
報
を

発
令
す
る
地
域

（�
破
堤
か
ら
お
お
む
ね
５
時
間

以
内
の
浸
水
想
定
の
集
落
）

　
発
令
さ
れ
た
際
は
、
慌
て
ず
落
ち
着
い

て
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
も
か

ね
定
員
を
見
直
し
た
こ
と
で
、
集
落
避

難
所
が
変
更
に
な
っ
た
集
落
が
あ
り
ま

す
。（
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
）

　
避
難
情
報
の
発
令
対
象
集
落
の
明
確
化

お
よ
び
避
難
所
の
効
率
的
な
準
備
の
た
め

設
定
し
ま
し
た
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染

症
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
ル
ー
ル

～�

あ
ら
た
め
て
災
害
時
の

「
避
難
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
～

　
洪
水
お
よ
び
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
で
安
全
な
自
宅
は
在
宅
避
難
（
そ

の
場
に
留
ま
る
こ
と
）
も
重
要
で
す
。
地

震
時
は
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が

な
い
場
合
は
、
避
難
所
へ
の
避
難
は
要
し

ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
で
、
自
宅
が
危
険
な

場
所
に
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
安
全
な
場
所

へ
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

【
避
難
所
に
避
難
す
る
と
き
】

　
町
の
備
蓄
品
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
１
日
分
の
飲
料
水
、
食

料
（
保
存
食
な
ど
）、
日
用
品
、
毛
布
、

マ
ス
ク
、
ハ
ン
カ
チ
、
体
温
計
、
消
毒
液
、

除
菌
シ
ー
ト
、
そ
の
他
日
常
使
用
し
て
い

る
生
活
必
需
品
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
注
意
事
項

〇
手
洗
い
お
よ
び
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

〇
十
分
な
換
気
の
徹
底

〇�

十
分
な
居
住
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
社
会
的

距
離
の
確
保
な
ど

〇�

受
付
で
配
布
す
る
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に

体
温
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

※�

詳
し
く
は
広
報
し
ょ
う
な
い
６
月
１
日

号
お
よ
び
７
月
１
日
号
の
折
り
込
み
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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